
 秋の気配がますます深まる季節です。子どもたちは様々な色に色づいた 

落ち葉や生き物を見つけながら、秋らしさを感じています。園庭では寒さに

負けず、たくさん身体を動かして遊んでいます。 

 

 １１月はすもうの練習たくさん行いました。最初はなか

なか勝つことが出来なかった子も、練習を繰り返していく 

ことで少しずつ勝てるようになっていきました。自分より強かった子に勝ち、

喜びを全力で表現したり、負けた悔しさから“次は絶対に勝つ！”という強い

気持ちに繋がったりと、たくさんの成長を見ることが出来ました。また、本番

で負けてしまった時の悔し涙からも、本気で練習を頑張ってきたということが

伝わってきました。身体を動かして遊ぶことが大好きな子どもたちは、室内で

行うドッヂボールも大好きな遊びの１つです。ルールやボールの投げ方をもう

一度確認し直し、練習していきました。すると、みるみる上達し、ボールを投

げるスピードも迫力あるものになってきました。今では毎日ドッチボールをや

りたがるほど大好きな遊びになっています。元気にドッヂボールを行う子ども

たちはいつも汗びっしょりになるほど全力で身体を動かしています。 

 

 きりん組は保小連携活動を行いました。まず高浜小学校の１年生の授業の

様子を見せてもらい、後日それに関連した秋の木の実や葉っぱを使って秋の

玩具作りを行いました。園では使う機会のないグルーガンやカッター等、 

使い方を１年生に優しく教えてもらい、どんぐり迷路や松ぼっくりのけん玉

など、様々な玩具を作りました。最初はいつもと違う小学校の雰囲気に緊張

している様子の子どもたちでしたが、小学生の優しさから少しずつ慣れてい

き、笑顔も見られるようになりました。「まだ遊びたい！時間が全然たらん！」

「次はいつ会える？」と最後は小学生との別れを惜しんでいる様子でした。

園に帰ってきてからは、作った玩具を使ってぱんだ組と一緒に遊びました。

「けん玉はこうやって持つんやで！」「こう回したら上手に回せるで！」など

小学生に教えてもらったように、ぱんだ組の子にも親切に優しく教えてあげ

ていました。きりん組は園では年下と接する機会が多いですが、小学生と関

わることで、改めて年下の子との関わり方を学ぶことが出来ました。また、

小学校へ行く事がとても楽しみになった様子でした。 

 

 

  

 

令和４年１１月３０日 

きりん・ぱんだのおたより 

１１月の 

様子 

高浜キッズこども園 

 １日（木） 茶道体験（きりん組）     平こども園で行います。 

１３日（火） 体操教室           体操服を着て来て下さい。 

２０日（火） 身体測定      

２３日（金） クリスマス会         保護者の観覧はありません。 

２７日（火） お誕生会 

２８日（水） おもちつき大会        詳細は後日お伝えします。 

２４日（土）〜１月９日（月） １号冬休み 

２９日（木）～１月４日（水） ２号冬休み 


